
1

1 

 

第１章 計画策定の趣旨                      

１．計画策定の目的 

 日本人の平均寿命は飛躍的に伸び、世界でも有数の長寿国になりました。高齢化やライフスタ

イルの変化とともに、がん・脳卒中・糖尿病等の生活習慣病の増加、高齢化の進展に伴う要介護

高齢者や認知症高齢者の増加、それらに伴う医療費・社会保障費等の公的支出の上昇も大きな課

題となっています。 

 本市では、健康寿命の延伸を目的に平成 19年 3月に「白山市健康プラン」、平成 3０年 3月

に「第２次白山市健康プラン」を策定し、市の恵まれた自然、文化そして歴史などの地域資源を

活用するなど、市民一人ひとりがより健やかによりいきいきと暮らし、自らの健康づくりに積極

的に取り組むまちづくりを目指してきました。 

 令和 5年度は「第２次白山市健康プラン」の最終年度であることから、地域の実情や市民ニー

ズ等を踏まえ、令和 6年度からの新たな取り組みに向けての評価・見直しを行い、「第３次白山市

健康プラン」を策定しました。 

 「第２次白山市総合計画」の将来都市像「健康で笑顔あふれる元気都市 白山」の実現のため、

国の「健康日本２１（第三次）」や県の「いしかわ健康フロンティア戦略」の取り組みを参考にし

ながら、市民一人ひとりが主体的に健康的な生活習慣を実践し、いつまでも元気で住みなれた場

所で暮らせるように、生活習慣病の発症予防など各種保健サービスの充実を図っていきます。 
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３．計画の期間 

 本計画の期間は、国が定める「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針」

に基づいて推進する「健康日本２１（第三次）」等の見直し時期と歩調を合わせ、令和６年度を初

年度とし、令和１７年度を目標年度とする１２年間とします。 

全ての目標については、令和 11年度を目途に中間評価を行います。 

なお、計画を推進していく過程において、社会・経済情勢や健康づくりを取り巻く環境の変化

により、新たな施策の展開、計画の見直しが必要になった場合には、柔軟に対応していきます。  

第３次白山市健康プランは、行政だけでなく、保育所（園）や学校等の教育機関、医療機関、健

康づくり関係団体、地域ボランティア団体、企業などの健康に関わる様々な関係者が、各々の役

割を理解し、社会全体の連携・協働によって推進していきます。 

また、「Ｐｌａｎ（計画の再策定・修正）」、「Ｄｏ（事業の実施）」、「Ｃｈｅｃｋ（実施状況の点

検・評価、報告・公開）」、「Ａｃｔｉｏｎ（事業の継続または見直し）」という「ＰＤＣＡサイク

ル」により、年１回、計画実施状況の点検・評価を行い、必要に応じて目標等の見直しに努めて

いきます。 

 

平成 19年度～平成２９年度 平成３０年度～令和５年度 令和６年度～令和１７年度 
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４４．．第第３３次次白白山山市市健健康康ププラランンのの特特徴徴  

（（１１））ここれれままででのの計計画画  

 白山市では、健康寿命の延伸を目的に平成１９年３月に「健康プラン」を策定し、市の恵まれ

た自然、文化そして歴史などの地域資源を活用するなど、市民一人ひとりがより健やかによりい

きいきと暮らし、自らの健康づくりに積極的に取り組むまちづくりを目指してきました。 

その後、平成３０年３月に、第２次白山市総合計画に掲げる「健康で笑顔あふれる元気都市 白

山」の実現に向け「第２次健康プラン」を策定し推進してきました。最終目標として「健康寿命」

（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）を延ばすことを掲げ、健康増

進の基本である「栄養・食生活」「運動」「休養」「たばこ」「アルコール」「歯」など生活習慣の改

善にアプローチし、メタボリックシンドローム対策に取り組みました。特に合併症を併発するこ

とによって、QOL（生活の質）等に大きな影響を及ぼす糖尿病については、発症予防と合わせ、

重症化予防に取り組みました。  

（（２２））第第３３次次白白山山市市健健康康ププラランンのの特特徴徴  

 第２次白山市健康プランの評価としては、新型コロナウイルス感染症の拡大の中、取り組み分

野別の目標の約５割が「目標数値に達成している」「目標数値には達成していないが、改善に向か

っている」、約５割が「悪化もしくは改善していない」という結果でありました。 

第３次白山市健康プランへの課題としては健康寿命の延伸に向け、第２次白山市健康プランに

引き続き、自らの健康づくり実践への取り組みの支援、生活習慣病の発症予防の徹底に取り組ん

でいきます。また、各ライフステージに応じた継続した健康づくりが重要であり、妊娠期から乳

幼児期、学童期と健やかな生活習慣を身に付けるための、切れ目ない支援をはじめ、働く世代へ

の健診、がん検診、保健指導の充実、そして、高齢期の介護予防・認知症予防として保健事業と

介護予防を一体的に実施いたします。 

４ .   第３次白山市健康プランの特徴

（1） これまでの計画

（2） 第３次白山市健康プランの特徴
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５．計画の基本的な考え方 

■基本理念■ 

第２次白山市総合計画では、全ての市民が、家庭や地域、社会などの様々な舞台で個性を発揮

し、一人ひとりがこころもからだも健康で、活躍するまちを目指しています。 

 第３次白山市健康プランでは、総合計画の基本理念を踏まえ、国の健康日本２１（第三次）の

最終目標でもある「健康寿命の延伸」に取り組みます。 

 「健康寿命の延伸」のため、こころとからだの健康づくり、自助（本人）だけではなく、公助

（健康づくりに関係する公的機関等）、共助（家族、地域社会）による健康づくりに取り組むこと

とし、以下のとおり基本理念を定めます。 

 

心身ともに元気で、いつまでも地域で生活できるように、 

市民協働による生涯を通じた健康づくりを推進し、 

健康寿命の延伸に取り組みます 

 

■最終目標■ 「「健健康康寿寿命命のの延延伸伸」」  

  直近値となる令和元年（2019 年）の健康寿命は、男性 81.42年、女性 85.21 年であり、

この年の平均寿命は、男性 82.80年、女性 88.33年となっており、平成 22年（2010年）か

ら９年間で、健康寿命も平均寿命も着実に延伸しました。 

 平均寿命と健康寿命の差は、健康上の問題で日常生活に制限がある期間であり、男性は 1.38

年、女性は 3.12 年の差があります。この差の拡大を防ぎながら、健康寿命を延ばしていくこと

を目指します。 

       図．平均寿命と健康寿命 
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